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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
Ｒ1およびＲ2は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ22アルキル、－Ｏ・、－ＯＨ、－ＣＨ2ＣＮ、
Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、－ＯＨで置換されたＣ2～Ｃ18アルコキシ；Ｃ5～Ｃ12シクロアル
コキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、置換されていないかまたはフ
ェニル上で１、２もしくは３個のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されたＣ7～Ｃ9フェニルアルキ
ル；またはＣ1～Ｃ8アシルであり；および
Ｒ3およびＲ4は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ22アルキルまたは式（Ｉａ）
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【化２】

（式中、Ｒ0は、Ｒ1およびＲ2の意味の１つを有する）の基である〕の化合物。
【請求項２】
　Ｒ1およびＲ2は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシまたはシ
クロヘキシルオキシであり、
および
Ｒ3およびＲ4は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ6アルキルである、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　式（Ｉ）の化合物は、化合物（Ａ）

【化３】

である、請求項１記載の化合物。
【請求項４】
　光、熱または酸化により誘発された分解に対して敏感な有機物質および請求項１記載の
式（Ｉ）の化合物を含有する組成物。
【請求項５】
　前記有機物質は、熱可塑性ポリマーである、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　前記有機物質は、ポリオレフィン、アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン、ポリ塩
化ビニル、ポリメチルメタクリレート、ポリアミドまたはポリオキシメチレンである、請
求項４記載の組成物。
【請求項７】
　前記有機物質は、熱可塑性ポリオレフィンである、請求項４記載の組成物。
【請求項８】
　前記有機物質は、熱可塑性ポリエチレンまたは熱可塑性ポリプロピレンである、請求項
４記載の組成物。
【請求項９】
　さらに、フェノール性酸化防止剤および／またはフェノール性ホスファイトを含有する
、請求項４から８までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記フェノール性酸化防止剤が、ペンタエリトリトールテトラキス［３，５－ジ－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオネート］、オクタデシル－３－（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、１，３，５－トリス（３，５－
ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、Ｎ，Ｎ
’－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサメチ
レン－ジアミドまたは１，３，５－トリス［３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
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ンジル］イソシアヌレート、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル－３，５－ジ－ｔ－ブチル
－４－ヒドロキシベンゾエートまたはビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ン－４－イル）－ブチル（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネー
トであり、
および前記フェノール性ホスファイトが、トリス［２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル］ホ
スファイトである、請求項９記載の組成物。
【請求項１１】
　さらに、請求項１に記載された式（Ｉ）の化合物とは異なる立体障害アミン光安定剤お
よび／またはＵＶ吸収剤を含有する、請求項４から１０までのいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１２】
　前記ＵＶ吸収剤が、２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－ヒド
ロキシベンゾフェノン、オキサミドおよび２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５
－トリアジンからなる群から選択されている、請求項１１記載の組成物。
【請求項１３】
　さらに、フィラーおよび／または顔料を含有する、請求項４から１２までのいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項４から１３までのいずれか１項に記載の組成物から形成された、自動車内装トリ
ム材料または自動車外装トリム材料。
【請求項１５】
　屋根、シートまたはダッシュボードのための上塗り塗料である、請求項１４記載の自動
車内装トリム材料または自動車外装トリム材料。
【請求項１６】
　請求項４から１３までのいずれか１項に記載の組成物から形成された農業用製品。
【請求項１７】
　前記農業用製品が温室カバーである、請求項１６記載の農業用製品。
【請求項１８】
　光、熱または酸化によって誘発された分解に対して、有機物質を安定化する方法であっ
て、該有機物質中に請求項１記載の式（Ｉ）の少なくとも１つの化合物を混合することを
特徴とする、前記方法。
【請求項１９】
　請求項１記載の式（Ｉ）の化合物を製造する方法において、式（ＩＩ）
【化４】

の化合物を、ピロリジンと有機溶剤中で、任意に有機塩基または無機塩基の存在下で反応
させることを特徴とする、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立体障害アミン化合物、光、熱または酸化によって誘発された分解に対して
、前記立体障害アミン化合物で安定化された有機物質、安定剤としての前記立体障害アミ
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ン化合物の使用および前記立体障害アミン化合物の製造法に関する。
【０００２】
　立体障害アミン化合物は、例えば、欧州特許出願公開第１０７６１５号明細書、欧州特
許出願公開第２２７６４０号明細書、欧州特許出願公開第３５７２２３号明細書、米国特
許第５２４４９４８号明細書および米国特許第５２６８４０１号明細書中に記載されてい
る。
【０００３】
　本発明は、殊に、式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
Ｒ1およびＲ2は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ22アルキル、－Ｏ・、－ＯＨ、－ＣＨ2

ＣＮ、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、－ＯＨで置換されたＣ2～Ｃ18アルコキシ；Ｃ5～Ｃ12シク
ロアルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、置換されていないかま
たはフェニル上で１、２もしくは３個のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されたＣ7～Ｃ9フェニル
アルキル；またはＣ1～Ｃ8アシルであり；および
Ｒ3およびＲ4は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ22アルキルまたは式（Ｉａ）
【化２】

（式中、Ｒ0は、Ｒ1およびＲ2の意味の１つを有する）の基である〕の化合物に関する。
【０００４】
　２２個までの炭素原子を有するアルキルの例は、メチル、エチル、プロピル、イソプロ
ピル、ｎ－ブチル、ｓ－ブチル、イソブチル、ｔ－ブチル、２－エチルブチル、ｎ－ペン
チル、イソペンチル、１－メチルペンチル、１，３－ジメチルブチル、ｎ－ヘキシル、１
－メチルヘキシル、ｎ－ヘプチル、イソヘプチル、１，１，３，３－テトラメチルブチル
、１－メチルヘプチル、３－メチルヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、１，
１，３－トリメチルヘキシル、１，１，３，３－テトラメチルペンチル、ノニル、デシル
、ウンデシル、１－メチルウンデシル、ドデシル、１，１，３，３，５，５－ヘキシルメ
チルヘキシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル
、オクタデシルおよびエイコシルである。１つの好ましい意味は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであ
る。Ｒ1およびＲ2は、好ましくはメチルであり、およびＲ3およびＲ4は、好ましくはｎ－
ブチルである。
【０００５】
　１８個までの炭素原子を有するアルコキシの例は、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、
イソプロポキシ、ブトキシ、イソブトキシ、ペントキシ、イソペントキシ、ヘキソキシ、
ヘプトキシ、オクトキシ、デシルオキシ、ドデシルオキシ、テトラデシルオキシ、ヘキサ
デシルオキシおよびオクタデシルオキシである。Ｒ0、Ｒ1およびＲ2の好ましい意味は、
メトキシ、エトキシ、プロポキシ、オクトキシまたはウンデシルオキシである。
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　Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシの例は、１－プロペニルオキシおよび２－プロペニルオキシ
である。
【０００７】
　－ＯＨで置換されたＣ2～Ｃ18アルコキシの例は、２－ヒドロキシエチルである。
【０００８】
　Ｃ5～Ｃ12シクロアルコキシの例は、シクロペントキシ、シクロヘキソキシ、シクロヘ
プトキシ、シクロオクトキシ、シクロデシルオキシおよびシクロドデシルオキシである。
Ｃ5～Ｃ8シクロアルコキシ、殊にシクロペントキシおよびシクロヘキソキシ、が好ましい
。
【０００９】
　Ｃ7～Ｃ9フェニルアルキルの例は、ベンジルおよび２－フェニルエチルである。
【００１０】
　フェニル基上で１、２または３個のＣ1～Ｃ4アルキルで置換されているＣ7～Ｃ9フェニ
ルアルキルは、例えばメチルベンジル、ジメチルベンジル、トリメチルベンジルまたはｔ
－ブチルベンジルである。
【００１１】
　Ｃ3～Ｃ6アルケニルの例は、アリル、２－メタリル、ブテニル、ペンテニルおよびヘキ
セニルである。アリルが好ましい。１位の炭素原子は、好ましくは飽和されている。
【００１２】
　Ｃ1～Ｃ8アシルの例は、ホルミル、アセチル、プロピオニル、ブチリル、ペンタノイル
、ヘキサノイル、ヘプタノイル、オクタノイル、アクリロイル、メタクリロイルおよびベ
ンゾイルである。Ｃ1～Ｃ8アルカノイル、Ｃ3～Ｃ8アルケノイルおよびベンゾイルが好ま
しい。アセチルおよびアクリロイルが殊に好ましい。
【００１３】
　式（Ｉ）〔式中、Ｒ1およびＲ2は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～
Ｃ18アルコキシまたはシクロヘキシルオキシであり、ならびにＲ3およびＲ4は、互いに独
立して、Ｃ1～Ｃ6アルキルである〕の化合物が好ましい。
【００１４】
　式（Ｉ）の化合物は、好ましくは、式（Ａ）の化合物である。
【００１５】
【化３】

【００１６】
　式（Ｉ）の化合物は、公知方法と同様に、例えば、式（ＩＩ）
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【化４】

の化合物をピロリジンと有機溶剤中で、任意に有機塩基または無機塩基の存在下で反応さ
せることによって製造されうる。
【００１７】
　好ましい実施態様によれば、式（ＩＩ）の化合物は、例えば０．８～５当量のピロリジ
ンと、有機溶剤中、例えばトルエン、キシレン、クロロベンゼン、ニトロベンゼン、メシ
チレン、エチルベンゼン、アルコール、例えばメタノール、エタノール、ｎ－プロパノー
ル、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノール、Ｎ－メチル－２－ピロリドン
、ジメチルホルムアミド、１，４－ジオキサン、エステルまたはピロリジン中で；水を用
いるかまたは用いることなく、例えば０～１０当量のアルカリ金属水酸化物、例えばＬｉ
ＯＨ、ＮａＯＨ、ＫＯＨ；炭酸塩または炭酸水素塩、例えばＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＣＯ3、
Ｋ2ＣＯ3；固体塩基、ゼオライト、イオン交換樹脂、アミンベースの塩基または有機塩基
の存在下に反応される。有機溶剤中での式（ＩＩ）の化合物の濃度は、好ましくは、０．
１～３モルである。反応は、例えば大気圧下または６０バールまで高められた圧力で実施
されうる。使用された温度は、例えば２時間～２４時間の反応時間に依存して、例えば３
０℃～１８０℃で変動する。
【００１８】
　式（ＩＩ）の出発物質は、例えば、米国特許第５２６８４０１号明細書に記載されてい
るような公知方法と同様に製造されうる。
【００１９】
　本発明のさらなる実施態様は、光、熱または酸化により誘発された分解に対して敏感な
有機物質および式（Ｉ）の化合物を含有する組成物である。
【００２０】
　安定化されうる有機物質の例は、次のとおりである：
　１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソ
ブチレン、ポリブト－１－エン、ポリ－４－メチルペント－１－エン、ポリビニルシクロ
ヘキサン、ポリイソプレンまたはポリブタジエン、ならびにシクロオレフィン、例えばシ
クロペンテンまたはノルボルネンのポリマー、ポリエチレン（これは、任意に架橋されう
る）、例えば高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度ポリエチレンおよび高分子量ポリ
エチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度ポリエチレンおよび超高分子量ポリエチレン（Ｈ
ＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ
）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬＤＰＥ）および（ＵＬＤＰＥ）。
【００２１】
　ポリオレフィン、すなわち、前記に例示されたモノオレフィンのポリマー、好ましくは
ポリエチレンおよびポリプロピレンは、異なる方法で、殊に次の方法で製造されうる：
　　ａ）ラジカル重合（通常、高圧下および高められた温度で）。
【００２２】
　　ｂ）通常、周期律表の第ＩＶｂ族、第Ｖｂ族、第ＶＩｂ族または第ＶＩＩＩ族の１つ
以上の金属を含有する触媒を用いる触媒重合。前記金属は、通常、π配位結合またはσ配
位結合を有していてよい、１つ以上の配位子、典型的には酸化物、ハロゲン化物、アルコ
ラート、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アルケニルおよび／またはアリールを
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有する。前記金属錯体は、遊離形であってもよいし、基体上、典型的には活性化された塩
化マグネシウム、塩化チタン（ＩＩＩ）、アルミナまたは酸化ケイ素上に固定されていて
もよい。前記触媒は、重合媒体中で可溶性であってもよいし、不溶性であってもよい。前
記触媒は、それ自体が重合に使用されうるか、またはさらに、活性化剤、典型的には金属
アルキル、金属水素化物、金属アルキルハロゲン化物、金属アルキル酸化物または金属ア
ルキルオキサンが使用されてよく、この場合、前記金属は、周期律表の第Ｉａ族、第ＩＩ
ａ族および／または第ＩＩＩａ族の元素である。前記活性化剤は、有利に、さらにエステ
ル基、エーテル基、アミノ基またはシリルエーテル基で変性されていてよい。前記触媒系
は、通常、フィリップス（Ｐｈｉｌｌｉｐｓ）触媒、Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｏｉｌ社、Ｉｎ
ｄｉａｎａ在、チーグラー・ナッタ（Ｚｉｅｇｌｅｒ（－Ｎａｔｔａ））触媒、テトラネ
オフィル－ジルコニウム（ＴＮＺ）触媒（ＤｕＰｏｎｔ社）、メタロセン触媒またはシン
グルサイト触媒（ｓｉｎｇｌｅ　ｓｉｔｅ　ｃａｔａｌｙｓｔｓ：ＳＳＣ）と呼称される
。
【００２３】
　２．１）に挙げられたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンと
の混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／
ＬＤＰＥ）および異なるタイプのポリエチレンの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）
。
【００２４】
　３．モノオレフィンとジオレフィンとの相互のコポリマー、またはモノオレフィンおよ
びジオレフィンと他のビニルモノマーとのコポリマー、例えばエチレン／プロピレンコポ
リマー、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）および該直鎖状低密度ポリエチレン（
ＬＬＤＰＥ）と低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブト－１－エ
ンコポリマー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブト－１－エンコポリ
マー、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン
／ヘプテンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキサ
ンコポリマー、エチレン／シクロオレフィンコポリマー（例えば、エチレン／ノルボルネ
ン、例えばＣＯＣ）、エチレン／１－オレフィンコポリマー、ここで、１－オレフィンは
、インサイチュー（ｉｎ－ｓｉｔｕ）で生じたものであり；プロピレン／ブタジエンコポ
リマー、イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキセンコポリ
マー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／アルキルメタクリレート
コポリマー、エチレン／ビニルアセテートコポリマーまたはエチレン／アクリル酸コポリ
マーおよびこれらの塩（アイオノマー）ならびにエチレンとプロピレンとジエン、例えば
ヘキサジエン、ジシクロペンタジエンまたはエチリデン－ノルボルネンとのターポリマー
；当該コポリマー相互の混合物および当該コポリマーと上記１）に挙げられたポリマーと
の混合物、例えばポリプロピレン／エチレンプロピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン
ビニルアセテートコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレンアクリル酸コポリマー（Ｅ
ＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡおよび交互またはランダムのポリアル
キレン／一酸化炭素コポリマーおよびこれらと他のポリマー、例えばポリアミドとの混合
物。
【００２５】
　４．その水素化された改質剤（例えば、粘着剤）を含む炭化水素樹脂（例えば、Ｃ5～
Ｃ9）、およびポリアルキレンと澱粉との混合物。
【００２６】
　１．）～４．）からのホモポリマーおよびコポリマーは、シンジオタクチック、アイソ
タクチック、ヘミアイソタクチックまたはアタクチックを含む任意の立体構造を有してい
てよく；ここで、アタクチックポリマーが好ましい。また、ステレオブロックポリマーが
含まれる。
【００２７】
　５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
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【００２８】
　６．スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエンの全ての異性体、殊にｐ－ビニル
トルエン、エチルスチレン、プロピルスチレン、ビニルビフェニル、ビニルナフタレン、
およびビニルアントラセンの全ての異性体、ならびにこれらの混合物を含むビニル芳香族
モノマーに由来する、芳香族ホモポリマーおよび芳香族コポリマー。ホモポリマーおよび
コポリマーは、シンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミアイソタクチックまたはア
タクチックを含む任意の立体構造を有していてよく；ここで、アタクチックポリマーが好
ましい。また、ステレオブロックポリマーが含まれる。
【００２９】
　６ａ．前記ビニル芳香族モノマーと、エチレン、プロピレン、ジエン、ニトリル、酸、
無水マレイン酸、マレイミド、ビニルアセテートおよび塩化ビニルまたはアクリル酸誘導
体およびこれらの混合物から選択されたコモノマーとを含むコポリマー、例えばスチレン
／ブタジエン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／エチレン（共重合体）、スチレ
ン／アルキルメタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン
／ブタジエン／アルキルメタクリレート、スチレン／無水マレイン酸、スチレン／アクリ
ロニトリル／メチルアクリレート；スチレンと他のポリマー、例えばポリアクリレート、
ジエンポリマーまたはエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーとの高衝撃強度を有す
る混合物；およびスチレンのブロックコポリマー、例えばスチレン／ブタジエン／スチレ
ン、スチレン／イソプレン／スチレン、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンまたは
スチレン／エチレン／プロピレン／スチレン。
【００３０】
　６ｂ．殊に、しばしば、ポリビニルシクロヘキサン（ＰＶＣＨ）と呼称される、アタク
チックポリスチレンを水素化することによって製造されたポリシクロヘキシルエチレン（
ＰＣＨＥ）を含む、６．）に述べたポリマーの水素化に由来する水素化芳香族ポリマー。
【００３１】
　６ｃ．６ａ．）に述べたポリマーの水素化に由来する水素化芳香族ポリマー。
【００３２】
　ホモポリマーおよびコポリマーは、シンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミアイ
ソタクチックまたはアタクチックを含む任意の立体構造を有していてよく；ここで、アタ
クチックポリマーが好ましい。また、ステレオブロックポリマーが含まれる。
【００３３】
　７．ビニル芳香族モノマー、例えばスチレンまたはα－メチルスチレンのグラフトコポ
リマー、例えばポリブタジエン上のスチレン、ポリブタジエン－スチレンコポリマー上の
スチレンまたはポリブタジエン－アクリロニトリルコポリマー上のスチレン；ポリブタジ
エン上のスチレンおよびアクリロニトリル（またはメタクリロニトリル）；ポリブタジエ
ン上のスチレン、アクリロニトリルおよびメチルメタクリレート；ポリブタジエン上のス
チレンおよび無水マレイン酸；ポリブタジエン上のスチレン、アクリロニトリルおよび無
水マレイン酸またはマレイミド；ポリブタジエン上のスチレンおよびマレイミド；ポリブ
タジエン上のスチレンおよびアルキルアクリレートまたはアルキルメタクリレート；エチ
レン／プロピレン／ジエンターポリマー上のスチレンおよびアクリロニトリル；ポリアル
キルアクリレートまたはポリアルキルメタクリレート上のスチレンおよびアクリロニトリ
ル、アクリレート／ブタジエンコポリマー上のスチレンおよびアクリロニトリル、ならび
にこれらと６）に記載されたコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳポリマー、ＭＢＳポリ
マー、ＡＳＡポリマーまたはＡＥＳポリマーとして知られたコポリマー混合物。
【００３４】
　８．ハロゲン含有ポリマー、例えばポリクロロプレン、塩素化ゴム、イソブチレン－イ
ソプレンの塩素化コポリマーおよび臭素化コポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化ポリエ
チレンまたはスルホ塩素化ポリエチレン、エチレンと塩素化エチレンとのコポリマー、エ
ピクロロヒドリンホモポリマーおよびエピクロロヒドリンコポリマー、殊にハロゲン含有
ビニル化合物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルフル
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オリド、ポリビニリデンフルオリド、ならびにこれらのコポリマー、例えば塩化ビニル／
塩化ビニリデンコポリマー、塩化ビニル／酢酸ビニルコポリマーまたは塩化ビニリデン／
酢酸ビニルコポリマー。
【００３５】
　９．α，β－不飽和酸およびその誘導体に由来するポリマー、例えばポリアクリレート
およびポリメタクリレート；ビニルアクリレートで衝撃変性された、ポリメチルメタクリ
レート、ポリアクリルアミドおよびポリアクリロニトリル。
【００３６】
　１０．９）に述べたモノマー相互のコポリマーまたは当該モノマーと他の不飽和モノマ
ーとのコポリマー、例えばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル
／アルキルアクリレートコポリマー、アクリルニトリル／アルコキシアルキルアクリレー
トまたはアクリロニトリル／ビニルハロゲン化物コポリマーまたはアクリロニトリル／ア
ルキルメタクリレート／ブタジエンターポリマー。
【００３７】
　１１．不飽和アルコールおよびアミンまたはアシル誘導体もしくはそのアセタールに由
来するポリマー、例えばポリビニルアルコール、ポリビニルアセテート、ポリビニルステ
アレート、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、ポ
リアリルフタレートまたはポリアリルメラミン；ならびにこれらと上記１．）に述べたオ
レフィンとのコポリマー。
【００３８】
　１２．環状エーテルのホモポリマーおよびコポリマー、例えばポリアルキレングリコー
ル、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドまたはこれらとビスグリシジルエー
テルとのコポリマー。
【００３９】
　１３．ポリアセタール、例えばポリオキシメチレンおよびエチレンオキシドをコモノマ
ーとして含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレートまたはＭＢＳで
変性されたポリアセタール。
【００４０】
　１４．ポリフェニレンオキシドおよびスルフィド、ならびにポリフェニレンオキシドと
スチレンポリマーまたはポリアミドとの混合物。
【００４１】
　１５．一方でヒドロキシル基を末端にもつポリエーテル、ポリエステルまたはポリブタ
ジエンに由来し、他方で脂肪族ポリイソシアネートまたは芳香族ポリイソシアネートに由
来するポリウレタン、ならびにこれらの前駆体。
【００４２】
　１６．ジアミンおよびジカルボン酸に由来し、および／またはアミノカルボン酸もしく
は相応するラクタムに由来する、ポリアミドおよびコポリアミド、例えばポリアミド４、
ポリアミド６、ポリアミド６／６、ポリアミド６／１０、ポリアミド６／９、ポリアミド
６／１２、ポリアミド４／６、ポリアミド１２／１２、ポリアミド１１、ポリアミド１２
、ｍ－キシレンジアミンとアジピン酸とから出発する芳香族ポリアミド；改質剤としての
エラストマーを用いるかまたは用いることなく、ヘキサメチレンジアミンおよびイソフタ
ル酸または／およびテレフタル酸から製造されたポリアミド、例えばポリ－２，４，４－
トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミドまたはポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミ
ド；ならびに前記ポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオノマーま
たは化学結合されたかもしくはグラフトされたエラストマーとのブロックコポリマー；ま
たは前記ポリアミドとポリエーテル、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレング
リコールもしくはポリテトラメチレングリコールとのブロックコポリマー；ならびにＥＰ
ＤＭまたはＡＢＳで変性された、ポリアミドまたはコポリアミド；および処理中に縮合さ
れたポリアミド（ＲＩＭ　ポリアミド系）。
【００４３】
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　１７．ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステ
ルイミド、ポリヒダントインおよびポリベンズイミダゾール。
【００４４】
　１８．ジカルボン酸およびジオールに由来し、および／またはヒドロキシカルボン酸ま
たは相応するラクトンもしくはラクチドに由来するポリエステル、例えばポリエチレンテ
レフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサ
ンテレフタレート、ポリアルキレンナフタレートおよびポリヒドロキシベンゾエートなら
びにヒドロキシル基を末端にもつポリエーテルに由来するコポリエーテルエステル、なら
びにポリカーボネートまたはＭＢＳで変性されたポリエステル。コポリエステルは、例え
ば、ポリブチレンスクシネート／テレフタレート、ポリブチレンアジペート／テレフタレ
ート、ポリテトラメチレンアジペート／テレフタレート、ポリブチレンスクシネート／ア
ジペート、ポリブチレンスクシネート／カーボネート、ポリ－３－ヒドロキシブチレート
／オクタノエートコポリマー、ポリ－３－ヒドロキシブチレート／ヘキサノエート／デカ
ノエートターポリマーを含んでいてよいが、これらに限定されるものではない。さらに、
脂肪族ポリエステルは、例えば、ポリ（ヒドロキシアルカノエート）の種類、殊にポリ（
プロピオラクトン）、ポリ（ブチロラクトン）、ポリ（ピバロラクトン）、ポリ（バレロ
ラクトン）およびポリ（カプロラクトン）、ポリエチレンスクシネート、ポリプロピレン
スクシネート、ポリブチレンスクシネート、ポリヘキサメチレンスクシネート、ポリエチ
レンアジペート、ポリプロピレンアジペート、ポリブチレンアジペート、ポリヘキサメチ
レンアジペート、ポリエチレンオキサレート、ポリプロピレンオキサレート、ポリブチレ
ンオキサレート、ポリヘキサメチレンオキサレート、ポリエチレンセバケート、ポリプロ
ピレンセバケート、ポリブチレンセバケートおよびポリ乳酸（ＰＬＡ）ならびにポリエス
テルカーボネートまたはＭＢＳで変性された、相応するポリエステルを含んでいてよいが
、これらに限定されるものではない。“ポリ乳酸（ＰＬＡ）”の用語は、有利にポリ－Ｌ
－ラクチドのホモポリマーおよび任意の、該ホモポリマーと他のポリマーとの配合物また
は合金；乳酸またはラクチドと他のモノマー、例えばヒドロキシカルボン酸、例えばグリ
コール酸、３－ヒドロキシ－酪酸、４－ヒドロキシ酪酸、４－ヒドロキシ吉草酸、５－ヒ
ドロキシ吉草酸、６－ヒドロキシカプロン酸およびこれらの環状系とのコポリマーを示し
；“酪酸”または“ラクチド”の用語は、Ｌ乳酸、Ｄ乳酸、これらの混合物および二量体
、すなわちＬラクチド、Ｄラクチド、メソラクチドおよびこれらの任意の混合物を含む。
【００４５】
　１９．ポリカーボネートおよびポリエステルカーボネート。
【００４６】
　２０．ポリケトン。
【００４７】
　２１．ポリスルホン、ポリエーテルスルホンおよびポリエーテルケトン。
【００４８】
　２２．一方でアルデヒドに由来し、他方でフェノール、尿素およびメラミンに由来する
架橋ポリマー、例えばフェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホルムアルデヒド樹脂
およびメラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【００４９】
　２３．乾燥型アルキド樹脂および非乾燥型アルキド樹脂。
【００５０】
　２４．飽和ジカルボン酸および不飽和ジカルボン酸と多価アルコールおよび架橋剤とし
てのビニル化合物とのコポリエステルに由来する不飽和ポリエステル樹脂、ならびに低い
着火性の、該不飽和ポリエステル樹脂のハロゲン含有改質剤。
【００５１】
　２５．置換されたアクリレートに由来する架橋性アクリル樹脂、例えばエポキシアクリ
レート、ウレタンアクリレートまたはポリエステルアクリレート。
【００５２】
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　２６．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネ
ートまたはエポキシ樹脂と架橋された、アルキド樹脂、ポリエステル樹脂およびアクリレ
ート樹脂。
【００５３】
　２７．脂肪族グリシジル化合物、脂環式グリシジル化合物、ヘテロ環式グリシジル化合
物または芳香族グリシジル化合物に由来する架橋エポキシ樹脂、例えば促進剤を用いるか
または用いることなく、常用の硬化剤、例えば無水物またはアミンと架橋されている、ビ
スフェノールＡおよびビスフェノールＦのジグリシジルエーテルの生成物。
【００５４】
　２８．天然ポリマー、例えばセルロース、ゴム、ゼラチンおよびその化学変性された同
族誘導体、例えばセルロースアセテート、セルロースプロピオネートおよびセルロースブ
チレート、またはセルロースエーテル、例えばメチルセルロース；ならびにロジンおよび
その誘導体。
【００５５】
　２９．前記ポリマーの配合物（ポリマーブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミ
ド／ＥＰＤＭまたはＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／
ＡＢＳ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／ア
クリレート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、
ＰＯＭ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ　６．６およびコポリマー、ＰＡ／Ｈ
ＤＰＥ、ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳまたはＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ
。
【００５６】
　３０．純粋なモノマー化合物または当該化合物の混合物である、天然に生じる有機物質
および合成有機物質、例えば鉱油、動植物油脂ろう、または合成エステル（例えば、フタ
レート、アジペート、ホスフェートまたはトリメリテート）をベースとする油脂ろうなら
びに任意の質量比での合成エステルと鉱油との混合物、典型的には紡糸組成物として使用
される該混合物、ならびに当該物質の水性乳濁液。
【００５７】
　３１．天然ゴムまたは合成ゴムの水性乳濁液、例えば天然ラテックスまたはカルボキシ
ル化されたスチレン／ブタジエンコポリマーのラテックス。
【００５８】
　ポリオレフィン、アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン、ポリ塩化ビニル、ポリメ
チルメタクリレート、ポリアミドまたはポリオキシメチレンは、特に興味深い。
【００５９】
　好ましい実施態様によれば、前記有機物質は、熱可塑性エラストマーである。
【００６０】
　熱可塑性エラストマーの例は、ポリオレフィン熱可塑性エラストマーおよびブロックコ
ポリマー型のポリスチレン熱可塑性エラストマーを含む。前記ポリオレフィン熱可塑性エ
ラストマーは、ポリオレフィン樹脂、例えば硬質セグメントとして役に立つポリプロピレ
ンおよびポリエチレンならびにゴム組成物、例えば軟質セグメントとして役に立つエチレ
ン－プロピレン－ジエンエラストマー（ＥＰＤＭ）を含む。ブロックコポリマー型のポリ
スチレン熱可塑性エラストマーは、硬質セグメントとして役に立つポリスチレンおよび軟
質セグメントとして役に立つポリジエン、例えばポリブタジエンまたはポリイソプレンを
含む。
【００６１】
　それとは別に、ポリオレフィンエラストマーとポリスチレンエラストマーとのブレンド
は、本発明の熱可塑性エラストマーとして使用されてもよい。軟質セグメントと硬質セグ
メントとを熱可塑性エラストマー中で組み合わせる方法は、おおまかに、簡単なブレンデ
ィングと共重合による植え込みと動的な架橋とにわけることができる。ポリスチレン熱可
塑性エラストマーのセグメントの組合せは、スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコ
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ポリマー（ＳＢＳ）、スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマー（ＳＩＳ）、
スチレン－エチレンブチレン－スチレンブロックコポリマー（ＳＥＢＳ）、スチレン－エ
チレンプロピレン－スチレンブロックコポリマー（ＳＥＰＳ）、４つのコポリマーの中の
任意の１つの水素化ポリマー、ランダムＳＢＲの水素化ポリマー（ＨＳＢＲ）、ならびに
ポリプロピレンと前記ポリマーの中から選択された、１つ以上の任意の成分とのブレンド
を含む。（ＳＢＲ＝スチレンブタジエンゴム）
【００６２】
　熱可塑性ポリオレフィン、殊にエチレンおよび／またはプロピレンをベースとするゴム
相を含む、ポリエチレンまたはポリプロピレンは、興味深い。
【００６３】
　式（Ｉ）の化合物は、最終使用で、および他の添加剤の存在で、安定化すべき有機物質
の性質に依存して、さまざまな割合で使用されうる。
【００６４】
　一般に、例えば、式（Ｉ）の化合物を、前記有機物質の質量に対して、０．０１～５質
量％、有利に０．０５～２質量％、殊に０．０５～１質量％使用することは、適している
。
【００６５】
　式（Ｉ）の化合物は、例えば、前記物質の重合または架橋の前、間または後にポリマー
物質に添加されうる。さらに、前記の式（Ｉ）の化合物は、純粋な形でポリマー物質中に
取り入れられるか、またはワックス、油またはポリマー中にカプセル化されうる。
【００６６】
　一般に、式（Ｉ）の化合物は、さまざまな方法によって、例えば粉末の形での乾式混合
、または溶液もしくは懸濁液の形での湿式混合により、有機物質中に取り入れることがで
きるか、そうでなければ式（Ｉ）の化合物を２．５～２５質量％の濃度で含有するマスタ
ーバッチの形で、有機物質中に取り入れることができ；当該操作において、前記ポリマー
は、粉末、粒状物、溶液、懸濁液の形で使用されうるか、またはラテックスの形で使用さ
れうる。
【００６７】
　本発明による組成物の処理の例は、次のとおりである：射出吹込成形、押出、吹込成形
、回転成形、加飾成形（バック射出成形）、スラッシュ成形、射出成形、共射出成形、二
次成形、圧縮成形、プレス成形、フィルム押出（キャスト膜；インフレーション膜）、繊
維紡糸（織布、不織布）、延伸（一軸、二軸）、アニーリング、深絞り加工、カレンダー
加工、機械的変形、焼結、同時押出、コーティング、貼合せ、架橋（照射、過酸化物、シ
ラン）、蒸着、溶接、接着、加硫、熱変形、パイプ押出、異形材押出、シート押出；シー
ト鋳造、回転塗布、ストラッピング、発泡、リサイクリング／再加工、押出塗布、ビスブ
レーキング（過酸化物、熱的）、繊維のメルトブロー、スパンボンド、表面処理（コロナ
放電、火炎、プラズマ）、滅菌（γ線、電子線による）、ゲルコーティング、テープ押出
、ＳＭＣ法またはプラスチゾル。
【００６８】
　本発明による組成物は、有利にさまざまな造形品の製造に使用されうる。例は、次のと
おりである：
　Ｉ－１）　浮揚装置、海洋用途、ポンツーン、ブイ、甲板用プラスチック木材、桟橋用
プラスチック木材、ボート用プラスチック木材、カヤック用プラスチック木材、オール用
プラスチック木材、および岸辺補強材。
【００６９】
　Ｉ－２）　自動車用途、殊にバンパー、ダッシュボード、バッテリー、リヤライニング
およびフロントライニング、ボンネットの下の成形部品、ハットシェルフ、トランクライ
ニング、インテリアライニング、エアバッグカバー、フィッティング（ライト）用電子成
形品、ダッシュボードペイン、ヘッドライトガラス、インストルメントパネル、エクステ
リアライニング、室内装飾材料、自動車照明器具、ヘッドライト、パーキングライト、リ
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ヤライト、制動灯、インテリアトリムおよびエクステリアトリム；ドアパネル；ガスタン
ク；フロントサイドのガラス窓；リアウィンドウズ；バッキングシート、エクステリアパ
ネル、電線絶縁材、シーリング用異形押出品、外装材、ピラーカバー、シャシー部品、排
気系、燃料フィルター／フィラー、燃料ポンプ、燃料タンク、ボディー・サイド・モール
ディング、コンバーティブルトップス、エクステリアミラー、エクステリアトリム、ファ
スナー／取付け具、フロントエンドモジュール、ガラス、ヒンジ、ロックシステム、荷物
置き場／ルーフラック、ブレス部品／プレス加工品、シール、横衝撃保護装置、消音器／
遮音器およびサンルーフ。
【００７０】
　Ｉ－３）　道路交通装置、殊に道標、道路標識ポストコーン、カーアクセサリー、三角
警告板、医薬品ケース、ヘルメット、タイヤ。
【００７１】
　Ｉ－４）　アクセサリーを含む、航空機、鉄道車両、自動車（車、モーターバイク）の
ための装置。
【００７２】
　Ｉ－５）　宇宙応用、殊にロケットおよび衛星のためのデバイス、例えば大気圏への再
突入のための遮蔽材。
【００７３】
　Ｉ－６）　建築および設計のための装置、採鉱用途、音響学的防音システム、安全地帯
、およびシェルター。
【００７４】
　ＩＩ－１）　一般的に、器具、ケースおよびカバーならびに電気／電子デバイス（パー
ソナルコンピューター、電話機、携帯電話、プリンター、テレビジョンセット、オーディ
オ装置およびビデオ装置）、植木鉢、衛星テレビ受信用アンテナおよびパネル装置。
【００７５】
　ＩＩ－２）　他の材料、例えば鋼または織布のための外被。
【００７６】
　１１－３）　電子産業のためのデバイス、殊にプラグ用絶縁材、殊にコンピュータープ
ラグ用絶縁材、電気部品および電子部品のためのケース、印刷回路、および電子データ記
憶のための材料、例えばチップ、チェックカードまたはクレジットカード。
【００７７】
　ＩＩ－４）　家庭電気製品、殊に洗濯機、衣類乾燥機、オーブン（電子レンジ）、食器
洗い機、ミキサーおよびアイロン。
【００７８】
　ＩＩ－５）　電灯カバー（例えば、街灯、ランプの笠）。
【００７９】
　ＩＩ－６）　ワイヤおよびケーブルにおける用途（半導体、絶縁材およびケーブル外被
）。
【００８０】
　ＩＩ－７）　コンデンサー、冷蔵庫、加熱装置、空気調節装置、電子素子のカプセル化
、半導体、コーヒーメーカー、および電気掃除機のためのフォイル。
【００８１】
　ＩＩＩ－１）　工業製品、例えばはめ歯歯車（ギア）、スライド金具、スペーサー、ネ
ジ、ボルト、ハンドル、およびノブ。
【００８２】
　ＩＩＩ－２）　ロータブレード、換気装置および風車の羽根、太陽電池装置、水泳プー
ル、水泳プールの屋根、プール・ライナー、ポンド・ライナー、押し入れ、洋服ダンス、
導流壁、スラットウォール、折込形壁、屋根、シャッター（例えば、ローラーシャッター
）、取付け具、パイプ間の継ぎ手、スリーブ、およびコンベヤーベルト。
【００８３】
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　ＩＩＩ－３）　サニタリー用品、殊にシャワー室、便座、蓋、および流し。
【００８４】
　ＩＩＩ－４）　衛生用品、殊におむつ（赤ん坊、成人の失禁）、女性用衛生物品、シャ
ワーカーテン、ブラシ、マット、タブ、移動式トイレ、歯ブラシ、および便器。
【００８５】
　ＩＩＩ－５）　水、排水および化学薬品のためのパイプ（交差したかまたは交差してい
ない）、ワイヤおよびケーブルを保護するためのパイプ、ガス、油および汚水のためのパ
イプ、排水溝、立下り管、および排水システム。
【００８６】
　ＩＩＩ－６）　任意の幾何学的形状物（窓ガラス）および壁板。
【００８７】
　ＩＩＩ－７）　ガラス代用品、殊に押出板、建物用ガラス窓（モノリシック、二重壁ま
たは多重壁）、航空機用ガラス窓（モノリシック、二重壁または多重壁）、学校用ガラス
窓（モノリシック、二重壁または多重壁）、押出シート、建築用板ガラスのための遮光フ
ィルム、列車用遮光フィルム、輸送用遮光フィルムおよびサニタリー用品用遮光フィルム
。
【００８８】
　ＩＩＩ－８）　板（壁、まな板）、押出コーティング（写真用紙、テトラパックおよび
パイプコーティング）、サイロ、木材代用品、プラスチック木材、木材複合体、壁、表面
、家具、装飾フォイル、敷物（インテリア用途およびエクステリア用途）、フローリング
、踏み板、およびタイル。
【００８９】
　ＩＩＩ－９）　吸気マニホルドおよび排気マニホルド。
【００９０】
　ＩＩＩ－１０）　セメント用途、コンクリート用途、複合材用途およびセメントカバー
、コンクリートカバー、複合材カバー、壁板および外装材、手すり、欄干、調理台、屋根
葺き材料、屋根板、タイル、およびタール塗り防水布。
【００９１】
　ＩＶ－１）　板（壁およびまな板）、トレー、人工芝、アストロターフ、スタジアムリ
ングのための人工カバー（運動競技用）、スタジアムリングのための人工床（運動競技用
）、およびテープ。
【００９２】
　ＩＶ－２）　織布の連続繊維およびステープル繊維、繊維製品（カーペット／衛生用品
／地盤用シート／モノフィラーメント；フィルター；タオル／カーテン（遮光）／医学的
用途）、ばら繊維（用途、例えばガウン／防護服）、ネット、ロープ、ケーブル、ひも、
コード、糸、安全シートベルト、衣類、下着、手袋；ブーツ；ゴム長靴、下着、衣服、水
泳着、運動着、傘（パラソル、日除け）、パラシュート、パラグライダー用具、帆、“バ
ルーンシルク”、キャンプ用品、テント、空気ベッド、折り畳み椅子、バルクバッグ、お
よびバッグ。
【００９３】
　ＩＶ－３）　屋根用メンブレン、屋根用絶縁材、屋根用カバーおよび屋根用シール、ト
ンネル用メンブレン、トンネル用絶縁材、トンネル用カバーおよびトンネル用シール、ゴ
ム捨て場用メンブレン、ゴム捨て場用絶縁材、ゴム捨て場用カバーおよびゴム捨て場用シ
ール、ポンド用メンブレン、ポンド用絶縁材、ポンド用カバーおよびポンド用シール、ゴ
ム捨て場用メンブレン、ゴム捨て場用絶縁材、ゴム捨て場用カバーおよびゴム捨て場用シ
ール、ウォールルーフィングメンブレン、地盤用メンブレン、水泳プール、カーテン（遮
光）／日除け、天幕、天蓋、壁紙、食品包装および食品ラッピング（柔軟性および堅牢な
）、医療包装（柔軟性および堅牢な）、エアバッグ／安全ベルト、アームレストおよびヘ
ッドレスト、カーペット、センターコンソール、ダッシュボード、コックピット、ドア、
オーブンヘッドコンソールモジュール、ドアトリム、ヘッドライナー、内部灯火、手荷物
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棚、リアラゲッジカバー、シーツ、ステアリングコラム、ステアリンホイール、テキスタ
イル、およびトランクトリム。
【００９４】
　Ｖ－１）　フィルム（梱包、投棄、貼合せ、俵ラップ、水泳プール、ゴミ袋、壁紙、延
伸フィルム、ラフィアヤシ、淡水化フィルム、バッテリー、およびコネクター）。
【００９５】
　Ｖ－２）　農業用フィルム（温室カバー、トンネル被覆、マルチ、貯蔵生牧草、俵ラッ
プ）、殊に農業用化学物質の集中した適用の下で。
【００９６】
　ＶＩ－１）　食品梱包および食品ラッピング（柔軟性および堅牢な）、ＢＯＰＰ、ＢＯ
ＰＥＴ、瓶。
【００９７】
　ＶＩ－２）　貯蔵システム、例えば箱（木枠）、旅行鞄、蓋付きの大型の箱、家庭用箱
、パレット、棚、トラック、ネジ受け、梱、および缶。
【００９８】
　ＶＩ－３）　カートリッジ、注射器、医療応用、任意の輸送用の容器、紙くず篭および
がらくた入れの容器、ゴミ袋、瓶、ゴミ入れ、ポリ袋、車輪付き大型ゴミ箱、一般的な容
器、水／使用水／化学薬品／ガス／油／ガソリン／ディーゼル油のためのタンク；タンク
ライナー、箱、木枠、バッテリーケース、トラフ、医療用具、例えばピストン、眼科的応
用、診断用具、および医薬品のプラスチック包装用品。
【００９９】
　ＶＩＩ－１）　押出コーティング（写真用紙、テトラパック、パイプコーティング）、
任意の種類の家庭用品（例えば、器具、サーモス／洋服掛け）、締付系、例えばプラグ、
ワイヤおよびケーブルクランプ、ジッパー、クロージャー、ロック、およびスナップクロ
ージャー。
【０１００】
　ＶＩＩ－２）　支援機器、余暇のための物品、例えばスポーツ用具およびフィットネス
用具、体操マット、スキー靴、インラインスケート、スキー、ビッグフット、運動グラウ
ンド（例えば、テニスグラウンド）；ネジ蓋、蓋および瓶のためのストッパー、缶。
【０１０１】
　ＶＩＩ－３）　一般的な家具、発泡製品（クッション、衝撃吸収剤）、泡、スポンジ、
布巾、マット、ガーデンチェア、屋外競技場の座席、テーブル、カウチ、玩具、建築用キ
ット（ボード／フィギュア／ボール）、玩具の家、スライド、および乗用玩具。
【０１０２】
　ＶＩＩ－４）　光磁気データ記憶のための材料。
【０１０３】
　ＶＩＩ－５）　台所用品（食事、飲用、料理、保存）。
【０１０４】
　ＶＩＩ－６）　ＣＤ、カセットおよびビデオテープのためのボックス；ＤＶＤ電子商品
、任意の種類の事務用具（ボールペン、スタンプおよびインキパッド、マウス、棚、トラ
ック）、任意の容積および含量の瓶（飲料、洗剤、香料を含む化粧品）、および接着テー
プ。
【０１０５】
　ＶＩＩ－７）　履き物類（靴／靴底）、インソール、スパッツ、接着剤、構造用接着剤
、食品用の箱（果実、野菜、肉、魚）、合成紙、ボトル用ラベル、カウチ、人工関節（ヒ
ト）、印刷版（フレキソ印刷）、回路板、およびディスプレイ技術。
【０１０６】
　ＶＩＩ－８）　充填ポリマーのデバイス（タルク、白亜、陶土（カオリン）、ウォラス
トナイト、顔料、カーボンブラック、ＴｉＯ2、マイカ、ナノ複合材料、ドロマイト、ケ
イ酸塩、ガラス、アスベスト）。
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【０１０７】
　本発明による複合材料から製造された、自動車のインテリアトリム材料およびエクステ
リアトリム材料は、好ましい。特に好ましい造形品は、Ｉ－２に記載された造形品である
。屋根、シートまたはダッシュボードのための上塗り塗料も興味深い。
【０１０８】
　所望の場合には、合成ポリマーのための１つ以上の添加剤、例えば酸化防止剤、ＵＶ吸
収剤、ニッケル安定剤、顔料、フィラー、可塑剤、腐食防止剤および金属不活性化剤は、
式（Ｉ）の化合物を含有する有機物質に添加されうる。
【０１０９】
　常用の添加剤の例は、次のとおりである：
　１．酸化防止剤
　１．１．アルキル化モノフェノール、例えば２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェ
ノール、２－ｔ－ブチル－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－
エチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－
ｔ－ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノ
ール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオ
クタデシル－４－メチルフェノール、２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２，
６－ジ－ｔ－ブチル－４－メトキシメチルフェノール、側鎖中で直鎖状または分枝鎖状で
あるノニルフェノール、例えば２，６－ジ－ノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジ
メチル－６－（１’－メチルウンデシ－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６
－（１’－メチルヘプタデシ－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’
－メチルトリデシ－１’－イル）フェノールおよびこれらの混合物。
【０１１０】
　１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば２，４－ジオクチルチオメチル－６－
ｔ－ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２，４
－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル－４
－ノニルフェノール。
【０１１１】
　１．３．ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノン、例えば２，６－ジ－ｔ－ブチル
－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－ｔ－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－ｔ－ア
ミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、２，６－
ジ－ｔ－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）アジペート。
【０１１２】
　１．４．トコフェロール、例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコ
フェロール、δ－トコフェロールおよびこれらの混合物（ビタミンＥ）。
【０１１３】
　１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば２，２’－チオビス（６－ｔ
－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チオビス（４－オクチルフェノール）、
４，４’－チオビス（６－ｔ－ブチル－３－メチルフェノール）、４，４’－チオビス（
６－ｔ－ブチル－２－メチルフェノール）、４，４’－チオビス（３，６－ジ－ｓ－アミ
ルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）ジスル
フィド。
【０１１４】
　１．６．アルキリデンビスフェノール、例えば２，２’－メチレンビス（６－ｔ－ブチ
ル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ｔ－ブチル－４－エチルフ
ェノール）、２，２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）
フェノール］、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）
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、２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレン
ビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－
ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（６－ｔ－ブチル－４－イソブチル
フェノール）、２，２’－メチレンビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェ
ノール］、２，２’－メチレンビス［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフ
ェノール］、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、４，４’
－メチレンビス（６－ｔ－ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－ｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（３－ｔ－ブチル－
５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス（
５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチル－フェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタ
ン、エチレングリコールビス［３，３－ビス（３’－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェ
ニル）ブチレート］、ビス（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチル－フェニル）
ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチ
ルベンジル）－６－ｔ－ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、１，１－ビス－
（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（５－ｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５
－テトラ－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【０１１５】
　１．７．Ｏ－ベンジル化合物、Ｎ－ベンジル化合物およびＳ－ベンジル化合物、例えば
３，５，３’，５’－テトラ－ｔ－ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル
、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート、ト
リデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジルメルカプトアセテート、ト
リス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－ｔ－ブチ
ル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス（３，５
－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
【０１１６】
　１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、例えばジオクタデシル－２，２－ビス（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロネート、ジ－オクタデシル－２－
（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）マロネート、ジ－ドデシルメ
ルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マ
ロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビ
ス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート。
【０１１７】
　１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば１，３，５－トリス（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビ
ス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－テトラメチ
ルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）
フェノール。
【０１１８】
　１．１０．トリアジン化合物、例えば２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オク
チルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－
１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３
，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、
１，３，５－トリス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イ
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ソシアヌレート、２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－
４－ヒドロキシ－フェニルプロピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１
，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレ
ート。
【０１１９】
　１．１１．ベンジルホスホネート、例えばジメチル－２，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルホスホネート、ジオクタデシル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ルホスホネート、ジオクタデシル－５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジ
ルホスホネート、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエ
チルエステルのカルシウム塩。
【０１２０】
　１．１２．アシルアミノフェノール、例えば４－ヒドロキシラウルアニリド、４－ヒド
ロキシステアルアニリド、オクチルＮ－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）カルバメート。
【０１２１】
　１．１３．β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸と
一価アルコールまたは多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノー
ル、イソオクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナン
ジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、
チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエ
リトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロ
キシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメ
チルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ
－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエステル。
【０１２２】
　１．１４．β－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸と一価アルコールまたは多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタ
ノール、イソオクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノ
ナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコー
ル、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペン
タエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒ
ドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、ト
リメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホス
ファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン；３，９－ビス［２－｛
３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニルオキシ｝－
１，１－ジメチルエチル］－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカ
ンとのエステル。
【０１２３】
　１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
と一価アルコールまたは多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、オクタノール
、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレング
リコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコ
ール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス
（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミ
ド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール
、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオ
キサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエステル。
【０１２４】
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　１．１６．３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸と一価アルコールま
たは多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール
、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－
プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレング
リコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル
）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデ
カノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプ
ロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．
２．２］オクタンとのエステル。
【０１２５】
　１．１７．β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、例えばＮ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロ
ピオニル）ヘキサメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２－
（３－［３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチ
ル］オキサミド（Ｎａｕｇａｒｄ(登録商標)ＸＬ－１、Ｕｎｉｒｏｙａｌ社によって供給
された）。
【０１２６】
　１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【０１２７】
　１．１９．アミン系酸化防止剤、例えばＮ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレン
ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，
４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－
メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－
ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，
Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フ
ェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－
（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メ
チルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’
－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニル
アミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジ
フェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、
Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－ｔ－オクチルフェニル）－１－ナフチル
アミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，
ｐ’－ジ－ｔ－オクチルジフェニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチ
リルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノフェ
ノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）アミン
、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４’－ジアミノ
ジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ
メチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）
アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド
、ビス［４－（１’，３’－ジメチルブチル）フェニル］アミン、ｔ－オクチル化Ｎ－フ
ェニル－１－ナフチルアミン、モノアルキル化ｔ－ブチル／ｔ－オクチルジフェニルアミ
ンとジアルキル化ｔ－ブチル／ｔ－オクチルジフェニルアミンとの混合物、モノアルキル
化ノニルジフェニルアミンとジアルキル化ノニルジフェニルアミンとの混合物、モノアル
キル化ドデシルジフェニルアミンとジアルキル化ドデシルジフェニルアミンとの混合物、
モノアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンとジアルキル化イソプロピ
ル／イソヘキシルジフェニルアミンとの混合物、モノアルキル化ｔ－ブチルジフェニルア
ミンとジアルキル化ｔ－ブチルジフェニルアミンとの混合物、２，３－ジヒドロ－３，３
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－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノアルキル化ｔ－ブチ
ル／ｔ－オクチルフェノールチアジンとジアルキル化ｔ－ブチル／ｔ－オクチルフェノー
ルチアジンとの混合物、モノアルキル化ｔ－オクチルフェノチアジンとジアルキル化ｔ－
オクチルフェノチアジンとの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－
テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン。
【０１２８】
　２．ＵＶ吸収剤および光安定剤
　２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、例えば２－（２’－
ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－ベンゾチルアゾール、２－（３’，５’－ジ－ｔ
－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５－ｔ’－ブチル－
２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾチルアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－（１
，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’
－ジ－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２
－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロ－ベン
ゾトリアゾール、２－（３’－ｓ－ブチル－５’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニ
ル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベ
ンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－ｔ－アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベ
ンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス－（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒ
ドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－
５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリア
ゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）－カルボ
ニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（
３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニ
ル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－
５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－
ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニ
ル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシル
オキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニルエ
チル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２，２’－メチレン－ビス［４－（１，１，３，
３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール］；２－［３
’－ｔ－ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル
］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換反応物
；
【化５】

〔ここで、Ｒは、３’－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル－２－イルフェニル、２－［２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）
－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－フェニル］ベンゾトリアゾールであ
る〕；２－［２’－ヒドロキシ－３’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’
－（α，α－ジメチルベンジル）－フェニル］ベンゾトリアゾール。
【０１２９】
　２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、例えば４－ヒドロキシ誘導体、４－メトキシ
誘導体、４－オクチルオキシ誘導体、４－デシルオキシ誘導体、４－ドデシルオキシ誘導
体、４－ベンジルオキシ誘導体、４，２’，４’－トリヒドロキシ誘導体および２’－ヒ
ドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【０１３０】
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　２．３．置換安息香酸のエステルおよび非置換安息香酸のエステル、例えば４－ｔ－ブ
チル－フェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチレート、
ジベンゾイルレソルシノール、ビス（４－ｔ－ブチルベンゾイル）レソルシノール、ベン
ゾイルレソルシノール、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－
ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３．５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾ
エート、オクタデシル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－メチ
ル－４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエ
ート。
【０１３１】
　２．４．アクリレート、例えばエチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、
イソオクチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシ
シンナメート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－
シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－シンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メ
トキシシンナメート、Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルイン
ドリン、ネオペンチルテトラ（α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート）。
【０１３２】
　２．５．ニッケル化合物、例えば２，２’－チオ－ビス［４－（１，１，３，３－テト
ラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯体、例えばさらなる配位子、例えばｎ－ブチ
ルアミン、トリエタノールアミンもしくはＮ－シクロヘキシルジエタノールアミンを有す
るかまたは有しない、１：１または１：２の錯体、ニッケルジブチルジチオカルバメート
、４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジルホスホン酸のモノアルキルエステル
、例えばメチルエステルもしくはエチルエステルのニッケル塩、さらなる配位子を有する
かまたは有しない、ケトキシム、例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニルウンデシル
ケトキシムのニッケル錯体、１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾール
のニッケル錯体。
【０１３３】
　２．６．立体障害アミン、例えばカルボン酸ビス（１－ウンデシルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジル）エステル、ビス（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジル）セバケート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
）スクシネート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケー
ト、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバ
ケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，
５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル
）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸との縮合物、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジア
ミンと４－ｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの直鎖状
縮合物または環状縮合物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニ
トリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，１’－（１，２－エタンジイル
）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－
２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジル）－マロネート、３－ｎ－オク
チル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－
２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル
）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）
スクシネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの
直鎖状縮合物または環状縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２
，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３
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ルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと
１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンとの縮合物、８－アセチル－３－ドデ
シル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－
２．４－ジオン、３－ドデシル－１－（２．２．６．６－テトラメチル－４－ピペリジル
）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジンと４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジンとの混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６，－テトラメチル－４－ピペ
リジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，
３，５－トリアジンとの縮合物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２
，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮合物ならびに４－ブチルアミノ－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン（ＣＡＳ登録番号［１３６５０４－９６－６］
）；１，６－ヘキサンジアミンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンとの
縮合物ならびにＮ，Ｎ－ジブチルアミンおよび４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン（ＣＡＳ登録番号［１９２２６８－６４－７］）；Ｎ－（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，
２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウン
デシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－ス
ピロ［４，５］デカン、７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オ
キサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ－［４，５］デカンとエピクロロヒドリンとの
反応生成物、１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシ
カルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）エテン、Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，
Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン
、４－メトキシメチレンマロン酸と１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシ
ピペリジンとのジエステル、ポリ［メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペリジル）］シロキサン、無水マロン酸－α－オレフィンコポリ
マーと２，２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジンまたは１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、２，４－ビス［Ｎ－（１－シク
ロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ－ブチル
アミノ］－６－（２－ヒドロキシエチル）アミノ－１，３，５－トリアジン、１－（２－
ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン、５－（２－エチルヘキサノイル）オキシメチル－３，３，５－
トリメチル－２－モルホリノン、Ｓａｎｄｕｖｏｒ（Ｃｌａｒｉａｎｔ；ＣＡＳ登録番号
１０６９１７－３１－１］、５－（２－エチルヘキサノイル）オキシメチル－３，３，５
－トリメチル－２－モルホリノン、２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２
，６，６－ピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンとＮ，
Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）エチレンジアミンとの反応生成物、１，３，５－トリ
ス（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペラジン－３－オン－
４－イル）アミノ）－ｓ－トリアジン、１，３，５－トリス（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－
（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペラジン－３－オン－４－イル）アミノ）－ｓ－
トリアジン、
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【化６】

【０１３４】
　２．７．オキサミド、例えば４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジ
エトキシオキサニリド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－ｔ－ブトキサニリ
ド、２，２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ－ｔ－ブトキサニリド、２－エトキシ－
２’－エチルオキサニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド
、２－エトキシ－５－ｔ－ブチル－２’－エトキサニリドおよび該２－エトキシ－５－ｔ
－ブチル－２’－エトキサニリドと２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ－ｔ－ブ
トキサニリドとの混合物、ｏ－メトキシ－ジ置換オキサニリドとｐ－メトキシ－ジ置換オ
キサニリドとの混合物およびｏ－エトキシ－ジ置換オキサニリドとｐ－エトキシ－ジ置換
オキサニリドとの混合物。
【０１３５】
　２．８．２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、例えば２，４，
６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４
，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２
－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１
，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６
－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－
ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－
トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（
２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（
２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジ
メチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３
－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１
，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキ
シプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル
）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデ
シルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，
３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－
ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）
－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ
－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１，３，５－トリアジ
ン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－
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１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチルヘキシル－１
－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（４－［２－エチルヘキシルオ
キシ］－２－ヒドロキシフェニル）－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－（４，６－ビス－ビフェニル－４－イル－１，３，５－トリアジン－２－イ
ル）－５－（２－エチル－（ｎ）－ヘキシルオキシ）フェノール。
【０１３６】
　３．金属不活性化剤、例えばＮ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’
－サリチロイルヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビ
ス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－
サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒ
ドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラ
ジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）
オキサリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジ
ド。
【０１３７】
　４．ホスファイトおよびホスホナイト、例えばトリフェニルホスファイト、ジフェニル
アルキルホスファイト、フェニルジアルキルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）ホ
スファイト、トリラウリルホスファイト、トリオクタデシルホスファイト、ジステアリル
ペンタエリトリトールジホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホス
ファイト、ジイソデシルペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－ｔ－
ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジクミルフェニ
ル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチル
フェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ジイソデシルオキシ－ペンタエリトリ
トールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエ
リトリトールジホスファイト、ビス（２，４，６－トリス（ｔ－ブチルフェニル）ペンタ
エリトリトールジホスファイト、トリステアリルソルビトールトリホスファイト、テトラ
キス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－４，４’－ビフェニレンジホスホナイト、６
－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［ｄ
，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－６－メチル
フェニル）メチルホスファイト、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－６－メチルフェニル）
エチルホスファイト、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチル－１２－メ
チル－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、２，２’，２’’－ニト
リロ［トリエチルトリス（３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－１，１’－ビフェ
ニル－２，２’－ジイル）ホスファイト］、２－エチルヘキシル（３，３’，５，５’－
テトラ－ｔ－ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスファイト、５－ブ
チル－５－エチル－２－（２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェノキシ）－１，３，２－ジ
オキサホスフィラン。
【０１３８】
　次のホスファイトが殊に好ましい：
　トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト（Ｉｒｇａｆｏｓ(登録商標)
１６８，Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ．社）、トリス（
ノニルフェニル）ホスファイト、
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【化７】

【０１３９】
【化８】

【０１４０】
　５．ヒドロキシルアミン、例えばＮ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
エチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサ
デシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデ
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シル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒド
ロキシルアミン、水素化タローアミンに由来するＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン
。
【０１４１】
　６．ニトロン、例えばＮ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチル
ニトロン、Ｎ－オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロ
ン、Ｎ－テトラデシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシル
ニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプ
タデシルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－
α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素化タロ
ーアミンに由来するＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロン。
【０１４２】
　７．チオ相乗剤、例えばジラウリルチオジプロピオネート、ジミストリルチオジプロピ
オネート、ジステアリルチオジプロピオネート、ペンタエリトリトールテトラキス［３－
（ドデシルチオ）プロピオネート］またはジステアリルジスルフィド。
【０１４３】
　８．過酸化物スキャベンジャー、例えばβ－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラ
ウリルエステル、ステアリルエステル、ミリスチルエステルまたはトリデシルエステル、
メルカプトベンズイミダゾールまたは２－メルカプトベンズイミダゾールの亜鉛塩、ジブ
チルジチオカルバミン酸亜鉛、ジオクタデシルジスルフィド、ペンタエリトリトールテト
ラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１４４】
　９．ポリアミド安定剤、例えばヨウ化物および／またはリン化合物と組み合わせた銅塩
および二価マンガンの塩。
【０１４５】
　１０．塩基性共安定剤、例えばメラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、
トリアリルシアヌレート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウ
レタン、高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸カ
ルシウム、ステアリン酸亜鉛、ベヘン酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシウム、リシ
ノール酸ナトリウムおよびパルミチン酸カリウム、アンチモンピロカテコラートまたは亜
鉛ピロカテコラート。
【０１４６】
　１１．核形成剤、例えば無機物質、例えばタルク、金属酸化物、例えば二酸化チタンも
しくは酸化マグネシウム、好ましくは、アルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩もしくは硫
酸塩；有機化合物、例えばモノカルボン酸もしくはポリカルボン酸およびこれらの塩、例
えば４－ｔ－ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウムもしく
は安息香酸ナトリウム；ポリマー化合物、例えばイオン性コポリマー（イオノマー）。殊
に、１，３：２，４－ビス（３’，４’－ジメチルベンジリデン）ソルビトール、１，３
：２，４－ジ（パラメチルジベンジリデン）ソルビトール、および１，３：２，４－ジ（
ベンジリデン）ソルビトールが好ましい。
【０１４７】
　１２．フィラーおよび補強材、例えば炭酸カルシウム、ケイ酸塩、ガラス繊維、ガラス
玉、アスベスト、タルク、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、金属酸化物および金属水酸
化物、カーボンブラック、グラファイト、木粉および他の天然物の粉もしくは繊維、合成
繊維。
【０１４８】
　１３．他の添加剤、例えば可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー改質剤、触媒、流
れ制御剤、蛍光増白剤、難燃剤、帯電防止剤および発泡剤。
【０１４９】
　１４．ベンゾフラノンおよびインドリノン、例えば米国特許第４３２５８６３号明細書
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；米国特許第４３３８２４４号明細書；米国特許第５１７５３１２号明細書；米国特許第
５２１６０５２号明細書；米国特許第５２５２６４３号明細書；ドイツ連邦共和国特許出
願公開第４３１６６１１号明細書；ドイツ連邦共和国特許出願公開第４３１６６２２号明
細書；ドイツ連邦共和国特許出願公開第４３１６８７６号明細書；欧州特許出願公開第０
５８９８３９号明細書、欧州特許出願公開第０５９１１０２号明細書、欧州特許出願公開
第１２９１３８４号明細書中に開示された当該化合物または３－［４－（２－アセトキシ
エトキシ）フェニル］－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン、５，７－ジ－
ｔ－ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラン－
２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－ｔ－ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシエト
キシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、５，７－ジ－ｔ－ブチル－３－（４－エト
キシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェ
ニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－（３，５－ジメチル－４
－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－
（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－
（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－
（２－アセチル－５－イソオクチルフェニル）－５－イソオクチルベンゾフラン－２－オ
ン。
【０１５０】
　フェノール性酸化防止剤が好ましい。項目１に上記された当該フェノール性酸化防止剤
は、興味深い。フェノール性酸化防止剤およびプロセス安定剤、例えばペンタエリトリト
ールテトラキス［３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオネート］、
オクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネー
ト、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４
，６－トリメチルベンゼン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニルプロピオニル）ヘキサメチレン－ジアミド、１，３，５－トリス［３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル］イソシアヌレート、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェ
ニル－３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ビス（１，２，２，６，
６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）－ブチル（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）マロネートおよびトリス［２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル］ホスファ
イトは、特に興味深い。
【０１５１】
　さらなる好ましい添加剤は、ペンタエリトリトールテトラキス［３－（ドデシルチオ）
プロピオネート］およびステアリン酸Ｃａである。
【０１５２】
　顔料、例えばＴｉＯ2およびカーボンブラックは、さらに好ましい。また、フィラー、
例えばタルクは、興味深い。
【０１５３】
　また、好ましい添加剤は、立体障害アミン光安定剤および／またはＵＶ吸収剤、殊に項
目２に上記された当該添加剤である。
【０１５４】
　式（Ｉ）の化合物対常用の添加剤の質量比は、例えば、１：１００～１００：１、好ま
しくは１：１００～１０：１、殊に１：１０～１０：１である。
【０１５５】
　本発明の他の対象は、光、熱または酸化によって誘発された分解に対して、有機物質を
安定化する方法であって、該有機物質中に式（Ｉ）の少なくとも１つの化合物を混合する
ことを特徴とする、前記方法である。
【０１５６】
　下記の例は、本発明をよりいっそう詳細に説明する。本明細書中に述べられた、全ての
百分率および部は、別記しない限り、質量に対するものである。
【実施例】
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【０１５７】
　例１：２Ｎ，４Ｎ’－ジブチル－２Ｎ，４Ｎ’－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメ
チル－４－ピペリジル）－６－ピロリジン－１－イル－１，３，５－トリアジン－２，４
－ジアミン（＝化合物Ａ）の製造。
【０１５８】
　出発物質２Ｎ，４Ｎ’－ジブチル－６－クロロ－２Ｎ，４Ｎ’－ビス（１，２，２，６
，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミ
ンは、公知であり、かつ公知方法と同様に、例えば米国特許第５２６８４０１号明細書の
実施例２Ａの記載と同様に、製造されうる。
【０１５９】
　方法Ａ：
　２Ｎ，４Ｎ’－ジブチル－６－クロロ－２Ｎ，４Ｎ’－ビス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチルピペリジン－４－イル）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン４３．
１９ｇ、ピロリジン５．６ｇ、水酸化ナトリウム水溶液１５ｇ（３０％）およびキシレン
３０ｇを鋼製オートクレーブ中に添加する。この反応器を３回、アルゴンでフラッシング
する。さらに、この反応器を２０時間、１６０℃にまで加熱する。変換の完結後に、反応
混合物を水およびトルエンで希釈し、相を分離し、および有機層を水で数回、洗浄する。
硫酸ナトリウム上での乾燥後、白色の硬化した固体５１．１ｇが得られる。生成物を熱い
ヘキサン１５０ｍｌ中に溶解し、および結晶をろ別し、かつ乾燥させる。収量として、白
色の生成物４１．６ｇ（＝理論値の８９％）が単離される。
【０１６０】
　ＴＬＣ（ｎ－ヘキサン／酢酸エチル　２：１および５滴の水酸化アンモニウム溶液）：
Ｒｆ＝０．８２。
【０１６１】
【数１】

【０１６２】
　方法Ｂ：
　２Ｎ，４Ｎ’－ジブチル－６－クロロ－２Ｎ，４Ｎ’－ビス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチルピペリジン－４－イル）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン９３．
４ｇをキシレン８６．５ｍｌ中に溶解する。ピロリジン１２．０ｇ、水酸化ナトリウム水
溶液２３．２ｇ（３０％）および水２９．９ｇを添加し、および溶液を３時間７０℃にま
で加熱する。反応の完結後、相を分け、および有機相を水で数回洗浄する。溶剤を２００
℃、５０ミリバールで除去する。熱い溶融液を板上に満たし、かつ冷却する。生成物（９
０．０ｇ（＝理論値の９０％））は、７５～８０℃の凝固温度を有する黄褐色の溶融液で
ある。
【０１６３】
　形状付与：
　得られた凝固生成物は、結晶性物質での接種後に、押出で、高度に結晶性の生成物の形
に変換されうる。
【０１６４】
　融点：１６５～１７２℃。
【０１６５】
　例２：熱可塑性ポリプロピレンの安定化。
【０１６６】
　基本配合物：
　熱可塑性ポリプロピレン７９．２７５質量％（Ｂｏｒｅａｌｉｓ社のＤａｐｌｅｎ(登
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録商標)ＥＥ０１３　ＡＥ；メルトフローレート：１１ｇ／１０分（ＩＳＯ　１１３３）
；密度：９０５ｋｇ／ｍ3　（ＩＳＯ　１１８３））、
タルク２０質量％、
炭素０．２２５質量％、
および
ＴｉＯ2０．５質量％。
【０１６７】
　試験された試料の製造：
　前記基本配合物をＰａｐｐｅｒｍａｉｅｒ(登録商標)ＥＳＫ－１５０ミキサー中で予め
混合する。この混合物をＭｉｘａｃｏ　Ｌａｂ　ＣＭ１２高速型ミキサー上で配合物（Ａ
）０．２質量％と合わせ、かつ、さらにＢｅｒｓｔｏｒｆｆ(登録商標)ＺＥ　２５ｘ３２
Ｄ押出機上で２２０℃で配合する。次に、全ての配合物をＥｎｇｅｌ　ＨＬ６５型射出成
形機上で２４０℃で射出成形する。
【０１６８】
　射出成形された装飾用プレート４０ｍｍ×６０ｍｍ×２ｍｍまたは２５ｍｍ×６０ｍｍ
×２ｍｍを、国際規格ＳＡＥ　Ｊ２４１２による人工風化試験に晒す。測定されたパラメ
ーターは、色差（ΔＥ）および６０°での光沢である。
【０１６９】
　結果は、第１表および第２表中に記載されている。
【０１７０】
【表１】

【０１７１】
【表２】

【０１７２】
　例３：熱可塑性ポリプロピレンの安定化。
【０１７３】
　試験用試料を例２に記載された方法と同様に製造し、かつ人工風化試験後に、ＶＷ　Ｐ
Ｖ１３０６標準により、この試験用試料の粘性を評価する。
【０１７４】



(30) JP 6530387 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

【表３】

【０１７５】
【表４】

【０１７６】
　上記に示した結果は、化合物Ａが熱可塑性ポリプロピレン試料に、さらには粘性を付加
しないことを明らかにする。
【０１７７】
　例４：熱可塑性アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン（ＡＢＳ）の安定化。
【０１７８】
　次の２つの配合物をＡＢＳ（Ｓｔｙｒｏｌｕｔｉｏｎ　Ｔｅｒｌｕｒａｎ(登録商標)Ｇ
Ｐ－２２、これは、易流動性で、衝撃および熱変形に対して高度な耐性を有する、多目的
の射出成形グレードで、広い範囲の用途に意図されたものであり、１９ｃｍ3／１０分の
メルトフローレート、２２０℃／１０ｋｇを有する）に基づいて製造する。
“標準ポリマー”：Ｔｅｒｌｕｒａｎ(登録商標)ＧＰ－２２　９６．００％、
　　　　　　　　　二酸化チタンＫｒｏｎｏｓ(登録商標)２２２０　３．００％、
　　　　　　　　　Ａｃｒａｗａｘ(登録商標)Ｃ粉末　１．００％。
配合物Ｎｏ．１：“標準ポリマー”１００．００％。
配合物Ｎｏ．２：“標準ポリマー”９９．６５％、
　　　　　　　　　化合物Ａ　０．２５％、
　　　　　　　　　パラフィン油　０．１０％。
【０１７９】
　試験された試料の製造：
　前記配合物をＲｏｅｈｎｒａｄ　Ｅｌｉｔｅ　６５０ミキサー中で予め混合し、かつ、
さらに、Ｂｅｒｓｔｏｒｆｆ(登録商標)ＺＥ　２５ｘ３２Ｄ押出機上で２２０℃で配合す
る。配合後、前記配合物を８０℃で２時間、乾燥させ、かつ、さらにＡｒｂｕｒｇ　３２
０　Ｓ型射出成形機上で２４０℃で射出成形する。
【０１８０】
　６８ｍｍ×４４ｍｍ×２ｍｍの寸法を有する、射出成形された装飾用プレートを、国際
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規格ＡＳＴＭ　Ｇ　１５５－Ｃ１による人工風化試験に晒す。測定されたパラメーターは
、色差（ΔＥ、アパーチャー２０ｍｍ、Ｄ６５、１０°）である。結果は、第４表中に記
載されている。
【０１８１】
【表５】

【０１８２】
　例５：軟質熱可塑性ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）の安定化。
“標準ポリマー”：Ｎｏｒｖｉｎｙｌ(登録商標)Ｓ７０６０　６４．７３％
　　　　　　　　　（塩化ビニルホモポリマー）、
　　　　　　　　　Ｐａｌａｔｉｎｏｌ(登録商標)Ｎ　３２．３６％（可塑剤）、
　　　　　　　　　Ｄｒａｐｅｘ(登録商標)３９　１．６１％（エポキシ化ダイズ油）、
　　　　　　　　　Ｂａｅｒｏｓｔａｂ(登録商標)ＣＴ　９０５１　ＸＲＦ　１．３０％
　　　　　　　　　（ＣａＺｎ安定剤）。
配合物Ｎｏ．１：“標準ポリマー”１００．００％。
配合物Ｎｏ．２：“標準ポリマー”９９．５０％、
　　　　　　　　Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ(登録商標)８１　０．２５％
　　　　　　　　（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシ－ベンゾフェノン）、
　　　　　　　　化合物Ａ　０．２５％。
【０１８３】
　試験された試料の製造：
　前記配合物をタンブラーミキサーにより予め混合し、かつ、さらに、０．４ｍｍの間隙
を有する、Ｃｏｌｌｉｎ(登録商標)二本ロールミル上で１６０℃で７分間配合する。さら
に、得られたフィルムを、国際規格ＡＳＴＭ　Ｇ　１５４－Ｃ１による人工風化試験に晒
す。測定されたパラメーターは、色差（ΔＥ、アパーチャー２０ｍｍ、Ｄ６５、１０°）
である。結果は、第５表中に記載されている。
【０１８４】

【表６】

【０１８５】
　例６：ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）溶液キャスト膜（１）の安定化。
【０１８６】
　Ｐｌｅｘｉｇｌａｓ　７Ｎ　１０ｇ（Ｅｖｏｎｉｋ社）を塩化メチレン４０ｇ中に化合
物Ａ　５０ｍｇと一緒に溶解する。フィルムを、自動ブレード（Ｅｒｉｃｈｓｅｎ(登録
商標)）を用いて１２ｍｍ／秒のブレード速度および１２０μｍの間隙高さで引っ張り出
す。さらに、前記フィルムを、先のＡＳＴＭ　Ｇ　２６　Ｃによりキセノン光に晒す（Ｘ
ｅ光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2、６３℃
±３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、水の噴霧なし）。色をＤＩＮ　６１６７（１９
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８０－０１）により測定する。結果は、第６表中に示されている。
【０１８７】
【表７】

【０１８８】
　例７：ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）溶液キャスト膜（２）の安定化。
【０１８９】
　Ｐｌｅｘｉｇｌａｓ　７Ｎ　１０ｇ（Ｅｖｏｎｉｋ社）を塩化メチレン４０ｇ中に化合
物Ａ　５０ｍｇおよび２，２’－メチレンビス（６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－
イル）－４－１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール１００ｍｇ（Ｔｉｎｕｖ
ｉｎ(登録商標)３６０）と一緒に溶解する。フィルムを、自動ブレード（Ｅｒｉｃｈｓｅ
ｎ(登録商標)）を用いて１２ｍｍ／秒のブレード速度および１２０μｍの間隙高さで引っ
張り出す。新たに引っ張り出されたフィルムを１０分間乾燥させる。２５μｍの厚さを有
する、生じるフィルムは、１６．３の黄色度指数を有する。（ＤＩＮ　６１６７（１９８
０－０１））さらに、前記フィルムを、先のＡＳＴＭ　Ｇ　２６　Ｃによりキセノン光に
晒す（Ｘｅ光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2

、６３℃±３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、水の噴霧なし）。色をＤＩＮ　６１６
７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第７表中に示されている。
【０１９０】
【表８】

【０１９１】
　例８：ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）溶液キャストによる厚手のシート（１）
の安定化。
【０１９２】
　新たに蒸留されたメチルメタクリレート７０ｇを、過酸化ラウロイル７０ｍｇおよび化
合物Ａ１０５ｍｇと混合する。混合物を脱ガスし、かつ手でひねって空けたガラス器具の
状態で、６０℃で水浴中で３時間加熱する。予備重合されたシロップを、１．８ｍｍの間
隔を有する、２枚のガラス板の間に注入し、前記ガラス板を三面でシールする。このガラ
スサンドイッチを炉内で６０℃で１６時間、保持し、続いて１２０℃で３時間保持する。
生じるポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）シートは、３２．２の黄色度指数を有する
。（ＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１））。さらに、前記シートを、先のＡＳＴＭ　Ｇ
　２６　Ｃによりキセノン光に晒す（Ｘｅ光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３
４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2、６３℃±３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、水の噴
霧なし）。色をＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第８表中
に示されている。
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【０１９３】
【表９】

【０１９４】
　例９：ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）溶液キャストによる厚手のシート（２）
の安定化。
【０１９５】
　新たに蒸留されたメチルメタクリレート７０ｇを、過酸化ラウロイル７０ｍｇ、化合物
Ａ１０５ｍｇおよび２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－ｐ－クレゾール１０
５ｍｇ（Ｔｉｎｕｖｉｎ(登録商標)Ｐ）と混合する。混合物を脱ガスし、かつ手でひねっ
て空けたガラス器具の状態で、６０℃で水浴中で３時間加熱する。予備重合されたシロッ
プを、１．８ｍｍの間隔を有する、２枚のガラス板の間に注入し、前記ガラス板を三面で
シールする。このガラスサンドイッチを炉内で６０℃で１６時間、保持し、続いて１２０
℃で３時間保持する。生じるＰＭＭＡシートは、３２．２の黄色度指数を有する。（ＤＩ
Ｎ　６１６７（１９８０－０１））。さらに、前記シートを、先のＡＳＴＭ　Ｇ　２６　
Ｃによりキセノン光に晒す（Ｘｅ光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍ
で０．３５　Ｗ／ｍ2、６３℃±３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、水の噴霧なし）
。色をＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第９表中に示され
ている。
【０１９６】
【表１０】

【０１９７】
　例１０：ポリアミドＰＡ６（１）の安定化。
【０１９８】
　ＰＡ６　４０００ｇ（Ｕｌｔｒａｍｉｄ(登録商標)Ｂ４０、ＢＡＳ社）を冷凍粉砕し、
かつ真空炉内で８０℃で４時間、乾燥する。ＭＴＩ　Ｍ２０　ＦＵ高速型ミキサー中で、
粉砕されたポリマーを、Ｉｒｇａｎｏｘ(登録商標)Ｂ　１１７１　１２ｇ（トリス（２，
４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト５０％とＮ，Ｎ’－ヘキサン－１，６－ジイ
ル－ビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオンアミド
］５０％とのブレンド）および化合物Ａ１０ｇと混合する。さらに、粉末混合物をＢｅｒ
ｓｔｏｒｆｆ(登録商標)ＺＥ　２５ｘ３２Ｄ上で２５０℃で配合し、かつＨｅｌｉｏｍａ
ｔ　２０００　６Ｋ乾燥機内での乾燥後に、Ｃｏｌｌｉｎ(登録商標)ＣＲ－１３６／３５
０フィルム押出ライン上で押し出して５０μｍの厚さのフィルムとする。
【０１９９】
　前記フィルムを、ＡＳＴＭ　Ｇ　１５５　Ｃｙｃｌｅ１によりキセノン光に晒す（Ｘｅ
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光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2、６３℃±
３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、１０２分間の乾燥、続いて１８分間の水の噴霧）
。色をＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第１０表中に記載
されている。
【０２００】
【表１１】

【０２０１】
　例１１：ポリアミドＰＡ６（２）の安定化。
【０２０２】
　ＰＡ６　４０００ｇ（Ｕｌｔｒａｍｉｄ(登録商標)Ｂ４０、ＢＡＳＦ社）を冷凍粉砕し
、かつ真空炉内で８０℃で４時間、乾燥する。ＭＴＩ　Ｍ２０　ＦＵ高速型ミキサー中で
、粉砕されたポリマーを、Ｉｒｇａｎｏｘ(登録商標)Ｂ　１１７１　１２ｇ（トリス（２
，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト５０％とＮ，Ｎ’－ヘキサン－１，６－ジ
イル－ビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオンアミ
ド］５０％とのブレンド）および化合物Ａ２０ｇと混合する。さらに、粉末混合物をＢｅ
ｒｓｔｏｒｆｆ(登録商標)ＺＥ　２５ｘ３２Ｄ上で２５０℃で配合し、かつＨｅｌｉｏｍ
ａｔ　２０００　６Ｋ乾燥機内での乾燥後に、Ｃｏｌｌｉｎ(登録商標)ＣＲ－１３６／３
５０フィルム押出ライン上で押し出して５０μｍの厚さのフィルムとする。
【０２０３】
　前記フィルムを、ＡＳＴＭ　Ｇ　１５５　Ｃｙｃｌｅ１によりキセノン光に晒す（Ｘｅ
光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2、６３℃±
３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、１０２分間の乾燥、続いて１８分間の水の噴霧）
。色をＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第１１表中に記載
されている。
【０２０４】

【表１２】

【０２０５】
　例１２：ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）（１）の安定化。
【０２０６】
　ＰＯＭ　２５００ｇ（Ｕｌｔｒａｆｏｒｍ(登録商標)Ｎ２３２０　００３、ＢＡＳＦ社
）を冷凍粉砕し、かつ真空炉内で８０℃で４時間、乾燥する。Ｍｉｘａｃｏ(登録商標)Ｌ
ａｂ　ＣＭ　１２高速型ミキサー中で、粉砕されたポリマーを、化合物Ａ７．５ｇおよび
エチレンビス（オキシエチレン）ビス－（３－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ｍ－
トリル）プロピオネート）３．７５ｇ（Ｉｒｇａｎｏｘ(登録商標)２４５）と混合する。
さらに、粉末混合物をＢｅｒｓｔｏｒｆｆ(登録商標)ＺＥ　２５ｘ３２Ｄ上で１９０℃で
配合し、かつＨｅｌｉｏｍａｔ　２０００　６Ｋ乾燥機内での乾燥後に、Ｅｎｇｅｌ　Ｈ
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Ｌ　６５上で１９０℃で射出成形して２ｍｍの厚さの装飾用プレートとする。
【０２０７】
　前記装飾用プレートを、ＡＳＴＭ　Ｇ　１５５　Ｃｙｃｌｅ１によりキセノン光に晒す
（Ｘｅ光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2、６
３℃±３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、１０２分間の乾燥、続いて１８分間の水の
噴霧）。色をＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第１２表中
に記載されている。
【０２０８】
【表１３】

【０２０９】
　例１３：ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）（２）の安定化。
【０２１０】
　ＰＯＭ　２５００ｇ（Ｕｌｔｒａｆｏｒｍ(登録商標)Ｎ２３２０　００３、ＢＡＳＦ社
）を冷凍粉砕し、かつ真空炉内で８０℃で４時間、乾燥する。Ｍｉｘａｃｏ(登録商標)Ｌ
ａｂ　ＣＭ　１２高速型ミキサー中で、粉砕されたポリマーを、化合物Ａ７．５ｇ、エチ
レンビス（オキシエチレン）ビス－（３－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ｍ－トリ
ル）プロピオネート）３．７５ｇ（Ｉｒｇａｎｏｘ(登録商標)２４５）および２－（２Ｈ
－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ビス（１－メチル－１－フェニルエチル）
フェノール７．５ｇ（Ｔｉｎｕｖｉｎ(登録商標)２３４）と混合する。さらに、粉末混合
物をＢｅｒｓｔｏｒｆｆ(登録商標)ＺＥ　２５ｘ３２Ｄ上で１９０℃で配合し、かつＨｅ
ｌｉｏｍａｔ　２０００　６Ｋ乾燥機内での乾燥後に、Ｅｎｇｅｌ　ＨＬ　６５上で１９
０℃で射出成形して２ｍｍの厚さの装飾用プレートとする。
【０２１１】
　前記装飾用プレートを、ＡＳＴＭ　Ｇ　１５５　Ｃｙｃｌｅ１によりキセノン光に晒す
（Ｘｅ光、２つのホウケイ酸塩フィルター“Ｓ”、３４０ｎｍで０．３５　Ｗ／ｍ2、６
３℃±３℃、５０～６０％相対湿度、連続光、１０２分間の乾燥、続いて１８分間の水の
噴霧）。色をＤＩＮ　６１６７（１９８０－０１）により測定する。結果は、第１３表中
に記載されている。
【０２１２】

【表１４】

【０２１３】
　例１４：農業用低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）フィルムの安定化。
【０２１４】
　農業利用のためのＬＤＰＥフィルムを次のように製造する：第１４－１表および第１４
－２表中に記載された光安定剤１００ｇ、プロセス安定剤としてのＩｒｇａｎｏｘ(登録
商標)Ｂ９００　５ｇ（トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－４－ブチルフェニル）ホスフ
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ァイト８０％およびオクタデシル－３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）プロピオネート２０％）およびポリエチレン粉末８９５ｇ（０．９２１ｇ／ｍ3の
密度および０．６ｇ／１０’のメルトフローインデックス（１９０℃／２．１６ｋｇ）に
よって特徴付けられた、Ｖｅｒｓａｌｉｓ　Ｒｉｂｌｅｎｅ(登録商標)ＦＦ　２９）を、
ターボミキサー中で混合する。マスターバッチ配合物を２００℃の最大温度で実験室用Ｏ
ＭＣ二軸押出機（φ１９ｍｍ、Ｌ／Ｄ＝２５）中で押し出す。こうして得られた粒状物の
定義されたアリコートを、プロセス安定剤としてのＩｒｇａｎｏｘ(登録商標)Ｂ９００　
５％を含有する、ポリエチレンマスターバッチ５０ｇと混合し、かつ上記量の、ペレット
中の未使用ポリエチレンと混合し、配合物１００００ｇをもたらし、Ｒｈｏｎｒａｄ低速
ミキサー中で１０分間、全部で０．６％の光安定剤を含有する最終配合物を生じる。最終
的に、前記配合物を半工業的にＤｏｌｃｉ(登録商標)吹込押出機（φ４０ｍｍ、Ｌ／Ｄ＝
２６）中で２１０℃の最大温度で吹込成形して１５０μｍの厚さのフィルムを生じる。
【０２１５】
　人工風化試験：
　上記したように製造された配合物からのフィルム試験体を切断し、かつウェザオメータ
（ＷＯＭ、ＡＳＴＭ　Ｇ１５５によるのと同様に、乾式サイクル）中で、促進耐候光試験
に晒す。試験体を、露光後および引張試験を受けさせた後に、定義された時間間隔で取り
出す：ポリマー崩壊の結果としての、プラスチックフィルムの機械的性質の退化を評価す
るために、残留する破断点伸びを、等速張力計（ＩＳＯ　５２７によるのと同様に）によ
り、測定する。評価の結果は、第１４－１中に記載されている：
【表１５】

【０２１６】
　上記表は、化合物Ａの優れた光安定効果を示す。
【０２１７】
　化学的処理（亜硫酸）と組み合わされた人工風化試験：
　上記したように製造されたフィルム試験体を切断し、かつ亜硫酸の０．１Ｎ溶液中に２
４時間、浸漬する。このことは、数多くの農業用化学物質によって引き起こされた酸性環
境の効果をシミュレートする。
【０２１８】
　前記フィルム試験体をドラフトチャンバーの下で乾燥させた後、処理されたフィルムを
ウェザオメータ（ＷＯＭ、ＡＳＴＭ　Ｇ１５５によるのと同様に、乾式サイクル）中で、
促進耐候光試験に晒す。前記配合物の試験体を、上記したように、露光後および引張試験
を受けさせた後に、定義された時間間隔で取り出す：評価の結果は、第１４－２表中に記
載されている。
【０２１９】

【表１６】

【０２２０】
　上記表は、農業用化学物質の存在下での化合物Ａの優れた光安定効果を示す。
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